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翻訳を産む文学、文学を産む翻訳
藤本和子、村上春樹、SF小説家と複数の訳者たち

著者紹介
邵丹（ショウ・タン）
1985 年生まれ。東京外国語大学世界言語社会教育センター専任講師。上海外国語大学高級翻訳学院翻訳学専攻修
士課程修了、東京大学人文社会科学研究科欧米系文化研究専攻博士課程単位取得満期退学。東京大学博士学位（文
学）。専門は翻訳研究、世界文学、ジェンダー研究。

中国語を母語とする著者が全文日本語で挑んだ
日本における翻訳需要史！
1970年代に「新しい翻訳」「新しい形」で出版された実際の翻訳書や若者
文化の勃興のもとで誕生した「新たな」文化空間を、藤本和子、SF小説
の翻訳家たちの翻訳についての研究を通して丹念に辿っていく。

（帯の推薦文）1970年代後半の日本語に、何が起きたのか。
これがどれほどスリリングな話題かを、村上春樹やヴォネ
ガットを熟読し、藤本和子の話を聞きにシカゴまで行って
きた若き中国人研究者が教えてくれる。
キーワードは「翻訳」。──柴田元幸
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本書で邵 丹さんが第 44 回 （2022年度）

サントリー学芸賞〈芸術・文学部門〉を受賞しました！

柴田元幸氏、絶賛！


